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５ 次の問いに答えなさい。

(1) 次の数の約数の個数を求めなさい。

①520 ②144

(2) 約数の個数が奇数個となるような数とはどのような数かを答えなさい。また，そ

の理由を述べなさい。
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(1)① 520を素因数分解すると，

520＝2×2×2×5×13。

よって，520の約数は2をＡ個(Ａは0，1，2，3の4通り)，

5をＢ個(Ｂは0，1の2通り)，

13をＣ個(Ｃは0，1の2通り)含む数。

ただし，Ａ＝Ｂ＝Ｃ＝0のときの約数は1。

したがって，520の約数の個数は4×2×2＝16個 です。

② 144を素因数分解すると，

144＝2×2×2×2×3×3。

よって，144の約数は2をＤ個(Ｄは0，1，2，3，4の5通り)，

3をＥ個(Ｅは0，1，2の3通り)含む数。

ただし，Ｄ＝Ｅ＝0のときの約数は1。

したがって，144の約数の個数は5×3＝15個 です。

(2) 約数の個数が奇数個となる整数は，

素因数分解したとき，現れるそれぞれの素数の個数が偶数である整数。

(理由)素因数分解したとき現れるそれぞれの素数の個数が偶数のとき，

その整数の約数の個数は(偶数＋1)×(偶数＋1)×・・・となり，奇数の積に

なるから。
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